





































































































す（Sade [1795b] 1986a: 325）
　この言葉を受けて、サンヴィルは「しかし、少なくとも監獄はあるのでし
ょう？賢明なあなたが、政体に欠かせないこの防波堤をお忘れになったはず
はありませんよね」（Sade [1795b] 1986a: 325）とザメに問い返すが、彼はこ
の問いを「もっとも粗悪でもっとも危険な罰である監獄は、司法の旧態依然
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